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幹
は
鉄
道
、
枝
葉
は
バ
ス
の
連
携
を

第8回

（あべ・ひとし）1961 年東京都生
まれ。東京大学工学部都市工学科
卒業、修士修了、博士１年中退。
88 年にＪＲ東日本に１期生とし
て入社し鉄道の実務と研究開発の
経験を重ねた。2004年に退職して
(株)ライトレールを創業。交通計
画のコンサルティングに従事

バ
ス
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

　

北
海
道
中
央
バ
ス
が
12
月
ダ
イ
ヤ
改
正
に

て
、
深
刻
な
バ
ス
運
転
手
不
足
に
伴
い
大
規

模
な
路
線
短
縮
や
減
便
を
実
施
す
る
。
例
え

ば
図
の
よ
う
に
、
多
く
の
路
線
が
札
幌
都
心

乗
入
れ
を
取
り
や
め
る
。
札
幌
市
民
の
生
活

や
ビ
ジ
ネ
ス
に
大
き
く
影
響
す
る
。
こ
の
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
転
じ
た
い
。

　

鉄
道
の
強
み
は
高
速
・
大
量
か
つ
定
時
性
、

バ
ス
の
強
み
は
き
め
細
か
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
り
、「
幹
は
鉄
道
、
枝
葉
は
バ
ス
」
の

連
携
が
望
ま
し
い
。
今
回
の
路
線
再
編
は
、

実
は
そ
う
な
る
の
だ
。
利
用
者
目
線
で
乗
換

え
に
伴
う
３
つ
の
バ
リ
ア
を
低
く
す
る
こ
と

で
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
転
じ
ら
れ
る
。

経
済
的
バ
リ
ア
を
低
く

　

１
つ
目
は
経
済
的
バ
リ
ア
、
利
用
者
負
担

が
増
え
な
い
こ
と
。
今
の
運
賃
の
ま
ま
で
は
、

地
下
鉄
―
バ
ス
乗
継
は
直
通
バ
ス
よ
り
大
幅

に
割
高
と
な
る
。

　

地
下
鉄
が
コ
ス
ト
増
な
く
利
用
増
と
な
る

増
収
分
を
原
資
に
乗
継
割
引
を
拡
大
す
る
こ

と
で
、
利
用
者
負
担
を
減
ら
せ
る
。

時
間
的
バ
リ
ア
を
低
く

　

２
つ
目
は
時
間
的
バ
リ
ア
、
移
動
時
間
が

短
く
な
る
こ
と
。
鉄
道
―
バ
ス
乗
継
の
速
達

性
と
定
時
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、

乗
換
え
に
伴
う
時
間
ロ
ス
と
ス
ト
レ
ス
を
さ

ら
に
減
ら
し
た
い
。

　

そ
れ
に
は
地
下
鉄
の
増
便
が
効
果
的
だ
。

表
の
地
下
鉄
が
７
～
８
分
お
き
の
時
間
帯
は
、

３
線
に
各
８
～
12
編
成
が
走
行
し
、
各
１
～

２
編
成
を
増
や
す
こ
と
で
６
分
お
き
に
で
き

る
。
設
備
改
修
も
車
両
増
備
も
い
ら
ず
経
費

増
は
莫
大
で
な
く
、
バ
ス
路
線
短
縮
に
よ
る

地
下
鉄
利
用
増
の
増
収
に
よ
り
実
行
し
た
い
。

　

加
え
て
、
路
線
短
縮
で
経
費
の
下
が
る
バ

ス
も
増
便
し
た
い
。

物
理
的
バ
リ
ア
を
低
く

　

３
つ
目
は
物
理
的
バ
リ
ア
、
乗
換
え
が
楽

な
こ
と
。
札
幌
市
営
地
下
鉄
の
多
く
の
駅
に

は
乗
換
え
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
が
あ
り
、
案
内
表

示
・
待
合
せ
ス
ペ
ー
ス
・
ト
イ
レ
・
自
販
機

等
が
設
置
さ
れ
、
周
辺
の
店
舗
が
充
実
し
て

い
る
駅
も
多
い
。

　

そ
れ
ら
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

附
帯
事
業
収
入
増
で
地
下
鉄
と
バ
ス
の
増
便

の
原
資
も
生
み
出
し
た
い
。

山
線
の
活
用
策
も
同
じ
考
え

　

連
載
第
３
回
「
山
線
は
存
続
で
な
く
活
用

で
未
来
を
開
く
」
を
ご
覧
願
い
た
い
。

　

余
市
―
小
樽
は
都
市
近
郊
鉄
道
と
し
て
成

立
し
、
長
万
部
―
余
市
は
バ
ス
が
適
材
で
あ

り
、
新
幹
線
札
幌
延
伸
よ
り
前
に
、
前
者
は

鉄
道
、
後
者
は
バ
ス
に
一
本
化
し
、
い
ず
れ

も
利
便
向
上
す
る
こ
と
が
得
策
と
書
い
た
。

　

ま
さ
に
「
幹
は
鉄
道
、
枝
葉
は
バ
ス
」
の

連
携
の
考
え
で
あ
る
。
運
賃
は
通
し
で
現
行

レ
ベ
ル
と
し
、
鉄
道
・
バ
ス
と
も
に
高
頻
度

か
つ
短
時
間
乗
換
え
と
し
、
余
市
駅
で
は
同

一
平
面
で
乗
換
え
ら
れ
る
配
置
と
す
る
。

鉄道－バス乗継による時間短縮を活かしたい

網掛けの時間帯を６分おきとすることで
乗換え利便が向上




